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198032　（38）」1 （64）12（60） 16　（54）1．4（ユ41） 一
81 29，4（37．5）1αO（55．7） 9．7（49．5）ユ42（45．1）2．1 （81，1） 一
82 31．2（352）10．8（45．6）1α5（56．0）152（482）　　　　　　　　1 1．8（863） ユ2（重3θ．7）
83 26．9（28．6） 8β （46．8） 8．9（36．0）12．7（45．7）ユ．6 （ユG6．3） 0．5（177，3）
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県立新潟女子短期大学研究紀要　第22集　1985
1）1日当たり摂取食品数は最低8．　7から最高33．9
、まで分布したがf過半数が20以上25未満であった。
2）摂取食品数と栄養索等充足率の間ではたん白質，
　食塩（P＜O．es）において，食品構成目安量年対す
　る摂取比率との問では魚介類（P〈O．Ol）において
　しか関連牲が詔められなかった。
3）対象を摂取食品数別にグルーピングして比較検討
　したところ，基本的摂取食品数25～30という数僅が
示唆された。
4）使用率50％以上の食品は，：17品で，総体的にみて
　2／3の食品の使用郵は10％以下であった。
　終りに臨み，調査成績の作成に協力して頂きました
本学家政科食物専攻の第21回生の皆様に深謝申し上げ
さす・
　　　　　　　　文　　献　　　1
1）岡田玲子，渡邊令子1県立新潟女子短大
辛巳要，N〔119，83　（1982）
2）渡邊令子，岡田玲子：県立新潟女子短大
　華己要，　No，20，69　（ユ983）
3）渡邊令子，岡田玲子：県立新潟女子短大
　皐己要，　Nα21，185　　（ユ984）　　　　　　　　　　　　　1
4）森　成子・他：栄養学雑誌，39，243（1981）
5）城田知子・他：第3ユ回日本栄養改善学会講演集，
　96（1984）
6）鈴木継美：栄養と食糧，34，　e65（，ユg81i）
7）厚生省公衆衛生局栄養課編：昭和54年改訂日本人
　の栄養所要壷，第一出版t東京（1979）
8）菅原明子：日本公衛誌，2も313（1977）
　　　　　　　　　　　　　ぐ1985年1月16日受理）
一110一
